
Ⅰ　はじめに

ヤンバルトサカヤスデChamberlinius hualienensis

Wang (Polydesmida : Paradoxosomatidae)は台湾の花蓮が原

産地で，国内では1983年11月に沖縄本島北中城での大発

生が初めての記録である１）．1989年までに本島のほぼ全

域に分布をひろげ，その後も生息地を拡大し続けており，

現在，奄美大島，鹿児島でも異常発生が確認されている

１－２）．毎年局地的な異常発生をおこし，生体は刺激をす

ると異臭を発するので，その外見の悪さと合わせ不快害

虫として，多くの苦情が住民からよせられている．特に

10月から12月にかけて，ヤンバルトサカヤスデは生殖活

動を行うため，地上に現れ群遊するので，多くの苦情が

この時期に持ち込まれる．

しかしながら，これまで報告されたヤンバルトサカヤ

スデの放つ臭気成分はわずかである３-４）．今回，ヤンバ

ルトサカヤスデの群遊期の臭気成分を探索し，興味ある

知見が得られたので報告する．

Ⅱ　方　法

１．採集期間

ヤンバルトサカヤスデは2000年10月８日に大里村で採

集した．

２．雌雄及び発育段階の決定法

採集後，それぞれの個体の体長及び重量を計測した．

性別は生殖肢を持つ個体を雄，持たない個体を雌と判別

し，個体は体節数19の７令幼虫(亜成体）の雄（n=５，

重量96 ± 12.9 g，体長22.5 ± 0.8 mm ）及び雌(n=５，重

量88 ± 6.7 g，体長21.7 ± 0.8 mm )を用いた５）．

３．試料調製及びGC-MS条件

ヤスデの成分抽出は，メタノ－ル(1 ml)に室温で１時

間行った．各検体の抽出液は，遠心ろ過後，内部標準に

アントラセンd-10 (Merck製)を用いて，ガスクロマトグ

ラフ質量分析計(GC-MS)で測定した．成分同定のための

標準品は，東京化成製を用いた．

測定は以下のGC-MS条件で行った．

使用機器：HP-6890 (HEWLETT  PACKARD）

使用カラム：DB-１(320 μm×30 m, 膜厚0.25 μm)

キャリア－ガス：ヘリウム（純度99.9999%）

注入法：スプリットレス

検出法：スキャンモ－ド

注入口温度：250℃

検出器温度：280℃

カラム温度：40℃ (1min）で保持後，10℃/minで240℃

及び20℃/minで280℃まで昇温
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Ⅲ　結果及び考察

１．抽出成分の分析

図１にヤンバルトサカヤスデのメタノール抽出成分の

トータルイオンクロマトグラムを示した．検出された各

成分のピークはマスフラグメンテーションからフェノー

ル類縁化合物及び安息香酸類縁化合物と推定された．以

下に各成分の結果を示す．

ピークA (フェノール)：分子イオンピーク(m/z 94)，フ

ラグメントイオンピーク(m/z 66，65，51)及びトータル

イオンの保持時間(5.31 min)は標準品のフェノールと一

致した．

ピークB（p-クレゾール）：分子イオンピーク (m/z 108)，

ベースイオンピーク(m/z 107)及びフラグメントイオンピ

ーク(m/z 77，51)はクレゾールと推定された．クレゾー

ルは３種の構造異性体を持つが，m/z 108とm/z 107の強

度比及びトータルイオンの保持時間(6.92 min)は，標準

品のp-クレゾールと一致した．

ピークC（グアイアコール）：分子イオンピーク(m/z

124)，ベースイオンピーク(m/z 109)とフラグメントイオ

ンピーク(m/z 81，51)及びトータルイオンの保持時間

(6.99 min)は，標準品のグアイアコールと一致した．

ピークD（安息香酸メチル）：分子イオンピーク(m/z

136)，ベースイオンピーク(m/z 105)とフラグメントイオ

ンピーク(m/z 77，51)及びトータルイオンの保持時間

(7.11 min)は，標準品の安息香酸メチルと一致した．

ピークE（ベンズアルデヒドジメチルアセタール）：分

子イオンピーク(m/z 152)，ベースイオンピーク(m/z 121)

とフラグメントイオンピーク(m/z 105，91，77)及びトー

タルイオンの保持時間(7.51 min)は，標準品のベンズア

ルデヒドジメチルアセタールと一致した．

ピークF（クレオソール）：分子イオンピーク(m/z 138)，

ベースイオンピーク(m/z 123)とフラグメントイオンピー

ク(m/z 95，77)及びトータルイオンの保持時間(8.73 min)

は，標準品のクレオソールと一致した．

今回の研究で同定できた上述の構造式を，図２に示し

た．安息香酸メチルはヤンバルトサカヤスデの分泌成分

として既に報告されているが３），他の成分は本研究で初
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Figure 2.  Chemical structures were obtained from the methanol 
extract of Chamberlinius hualienensis.

Figure 1.  Total ion chromatogram of the methanol extract of Chamberlinius hualienensis.Each peak was identified as follows: peak
A: phenol, B: p-cresol, C: methylbenzoate, D: guaiacol, E: creosol and F: benzaldehyde dimethyl acetal.



めて明らかにされた．また，トータルイオンクロマトグ

ラムには他にも類似化合物のピークが認められており，

今後の研究で明らかにされていくものと思われる．ヤス

デから分泌された上述の化合物は，臭気が強く，外敵か

ら身を守るための防御物質として備えているものと一般

には理解されている．ヤンバルトサカヤスデの他，これ

までにオビヤスデ目のヤスデ類から，防御作用を有する

と思われる成分としてベンズアルデヒド，蟻酸，シアン

化水素などの化合物が明らかにされている６）．

２．抽出成分の含有量

表１に各個体の成分量を示した．今回の研究では，ヤ

ンバルトサカヤスデから分泌された６種類の臭気成分

が，各成分とも雌は雄に比べて高濃度で含有する個体が

多く，個体差も大きいのが特徴であった．ヤンバルトサ

カヤスデは４月から６月と，10月から12月の年に２回群

遊を行う．後者は雌雄が交尾をするための生殖群遊で，

ヤンバルトサカヤスデの生活史の中で最も重要な時期で

ある．今回の結果に見られるように，この時期の亜成体

の成分含有量の雌雄差は，これまで防御物質としてのみ

捉えられてきたヤンバルトサカヤスデの臭気成分に，新

たな生理作用の存在を示唆するものである．
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Table １．Contents of smell components in the methanol extract of the nymph millipedes,Chamberlinius hualienesis

ng



－50－


